
念 1.はじめに

貴重資料等を公開するデジタルアーカイブにおける

画像公開の国際的な規格として、近年IIIF(Incemational 

Image Inceroperabilicy Fram匹 ork)111の採用が世界で広がって

いる。本稿は、それらのデジタルアーカイブで資料を

扱う研究者と IIIFを活用した画像データの発信を検

討している研究者・開発者を対象に、 IIIFに関する基

礎的な知識ならびに最近の動向を概説することを目的

とする。第2章では、 IIIFの歩みについて、 IIIFの背

景・目的とともに述べる。第3章では、 IIIFが提供す

るAPIについて、 IIIFImage APIとIIIFPresentation API 

を中心に紹介する。第4章では、 IIIFに関連するソフ

トウェアとして、代表的な画像ビューワを挙げ、第5

章をむすびとする。

令 2.IIIFの歩み

過去20年以上にわたり、図書館・美術館・博物館

等で所蔵する資料のデジタル化・公開が進展した。ユー

ザはWeb上でそれらの画像を自由に閲覧することが

可能となった。しかし、下記が依然として課題として

指摘されてきた [2]。

●ユーザは、異なる機関から画像を使用しようと

するたびに、それぞれのデジタルアーカイブの

操作方法を習得する必要がある。結果、複数機

関の資料を扱う研究者の学術的ワークフローは

非効率的であった。

●コンテンツ提供機関は、ハードウェア、ソフト

ウェア、システム管理等に多大なコストを費や

してきた。類似した機能を有するシステムが、

個別の機関で実装されており、非効率的であっ

た。

IIIFは、画像やそれらに付随するデータの配信に関

する規格としてAPIを定める。データの配信方法を

APIによって統一することで、機関のデータはサイロ

から解放される（図2)。公開した画像をあらゆるソフ

トウェアで利用することが可能となり、様々な機関の

画像を同一ソフトウェアで利用することが可能となる。

APIに対応したソフトウェアを IIIFコミュニティで開

発・共有していくことで、開発に要するコストが削減

される。また、画像の相互利用、様々な分野での利活

用が促進される。より詳細な IIIFの背景、設立の経

緯等については、文献 [3]を参照されたい。

図1IIIF誕生以前のデジタルアーカイブの様子である (4]。
各機関が、倦別に画像サーバ、ビューワ等のソフト
ウェアを実装していたため、画像データはサイロに
閉じ込められ、画像の利用は特定のソフトウェアの
みに限られていた。また、類似した機能をもつソフ
トウェアの実装が重複しておリ、非効率的であった。

図2IIIFが定める共通のAPIによって、様々な機関のソフ
トウェアから画像データを利用することが可能とな
る[5]。よって、画像の相互利用、利活用が促進される。

IIIFの持続可能な発展・運営のために、 2015年6

月に IIIFコンソーシアムが設立された。コンソーシ

アムメンバの機関は、年会費 10,000米ドルを支払い、

IIIFの発展・運営に貢献する。 2018年8月現在、欧

米の図書館・美術館・博物館を中心に 51機関がコン

ソーシアムメンバとなっている [6]。日本からは東京大
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学が 2016年にコンソーシアムメンバとなり、その後、

京都大学図書館機構、関西大学、国立情報学研究所が

加盟している。コンソーシアムメンバではなくとも、

IIIFが提供する AP!は自由に利用でき、技術面に関す

るディスカッションヘ参画することは可能である。

IIIFの導入状況についてであるが、欧米の図書館・

美術館・博物館を中心に、全世界に広まっている。

2017年5月に公表された調査結果 17]では、 IIIFに準

拠して公開されている画像は 3億枚以上であることが

報告されている。日本の機関での導入も急速に広まっ

ている。 2018年4月から 2018年8月現在までで、九

大コレクション（九州大学附属図書館）、小城藩日記デー

タベース（佐賀大学）、近畿大学貴璽資料デジタルアー

カイブ、国立国会図書館デジタルコレクションが IIIF

を採用した [8]。日本における IIIFの導入状況について

は、サイト [9]にまとめられている。 2018年 5月に開

催された IIIFConference 2018にて、 IIIFサイトヘの国

別アクセス数において、日本は、米国、英国についで

3位であると報告された [IO]。このことから、日本にお

ける IIIFへの関心の高さを伺うことができ、今後の

採用の広がりが期待される。

唸 3.IIIFが提供する API

IIIFは、画像をサイロから解放し、相互利用を促進

するための規格として AP!を定めている。 2018年 8

月現在、 IIIFからは下記の AP!が提供されている。

● 11/F Image AP/1111 

画像の配信方法を定める。

• IIIF Presentation APi121 

資料の構成、メタデータなど、ビューワに資料を表

示するために必要な情報の記述方法を定める。

• IIIF Search AP/1131 

資料に付与された翻刻等のアノテーションの検索方

法について定める。検索対象は、基本的に個別の資料

であり、全資料のアノテーションを対象とした検索に

は利用できない。

• IIIF Authentication APi141 

画像の利用を特定のユーザに制限したい場合に、認

証プロセスの導入方法を定める。

本章では、上記の AP!のうち、多くの IIIF準拠デ

ジタルアーカイブで和用されている IIIFImage AP! と

IIIF Presentation AP! について紹介する。
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■ 3.1. IIIF Image API 

IIIF Image A.PIは下記の URI構文によって画像を呼

び出す [15¥

URJ構文では、呼び出す画像の領域 (region)、サイ

ズ (size)、角度 (rotation)等を指定する。図 3に、 IIIF

Image APIによる画像の呼び出し例を示す。図 3上段

では、呼び出す画像の領域 (region)を指定している。

図3下段の左から 2番目の画像は、呼び出す画像のサ

イズとして、横幅を 90ピクセルに指定している。図

3下段の左から 3番目と 4番目の画像についてである

が、角度 (rotation)が「!345」と指定されている。これ

は、時計回り方向に 345度回転させ、反転させた（角

度の数値の前に「！」を記述）画像を呼び出す。よって、左

から 3番目の画像では画像が反転され、 4番目の画像

では 345度時計回り方向に画像が回転している。最後

に、左から 5番目の画像では、画像がグレースケール

になっている。これは、画像の qualityをグレースケー

ル(gray)に指定したためである。他に、フルカラー(color)、

二値（白黒） (bitonal)、デフォルト (default)を値として

指定できる。多くの画像サーバで、デフォルトはフル

カラーに設定されている。

............... 
t必

region=125, 15,120,140 size母0,rotalion=!345 qualily=gray 
・・・/125,15,120, 140/90 ,/ ! 345/g,ay, jpg 

図3IIIF Image APIによる画像の操作例[16]

IIIF対応ビューワ（後述）では、ユーザは画像に対

して拡大、縮小、回転など様々な操作をする。ユーザ

がビューワで画像を操作するたびに、ビューワはユー

ザが要する画像の領域・角度等の値を取得して、 IIIF



Image AP! で画像を呼び出している。

IIIF Image AP! による画像の配信へ対応するためには、

IIIFへ対応した画像サーバに画像を保存する必要があ

る。多くの画像サーバがフリーソフトウェアとして公

開されている。 IIIFでは高解像度の画像を効率的に配

信するために、サイズが大きい画像については分割（タ

イル画像化）して必要なタイルのみを配信するという仕

組みを採用している。タイルサイズの設定等、画像配

信における留意点については、文献 [17]を参照されたい。

画像のサイズ、タイル等の情報は、下記の URI構

文によって取得する [18]0

画像を効率よく呼び出すために、タイル等の情報を

あらかじめ取得して、サイズ等を検討することが可能

である。

瓢 3.2.IIIF Presentation API 

IIIF Presentation APIは、資料の構成などの情報の記

述形式を定義する。 IIIFPresentation APIでは、一つの

資料がマニフェストという ]SONオブジェクトに相当

する。各マニフェストは、マニフェストファイルと

して]SON形式のファイルに保存される。資料のマニ

フェストには、それらをビューワで表示するために必

要となる以下の情報 [19]が含まれる。

• ファイルで表現されている ]SONオブジェク

トがマニフェストあることを示す情報

0資料全体に関する情報（資料名、権利情報等）

0資料の構成に関する情報

資料全体に関する情奉見 [20]であるが、通常は labelと

いうフィールドに資料タイトルが記述される。また、

資料の帰属を示すフィールドである attribution、ライ

センスを示すフィールドである licenseが用意されて

いる。その他のメタデータについては、 metadataとい

うリストで、任意のラベルと値のペアを使用すること

で表現する。IIIFPresentation APIはその名称が示す通り、

「表示」のための規格である。よって、メタデータの

スキーマについては、各機関に任されている。機械可

読であるメタデータは別途ファイルに保存し、 seeAlso

というフィールドにその URIを記述することで、提

供される。 seeA!soで公開されているメタデータは、統

合検索サイトなどからハーベストされ、インデキシン

グなどに利用されることが期待される。しかし、現在

のところ、 seeA!soで情報を提供する機関は一部に阪

られており、形式も統一されていない。統合検索サイ

トなどでの本格的な活用のためには、コミュニティで

の合意の形成が必要だろう。他に、マニフェストでは

ページ方向を指定できる。東洋の資料は、西欧のも

のと異なり、ページ方向が右から左へのものが多い。

ビューワで右から左へのページめくりを実現するため

に、 viewingDirectionというフィールド [21)が用意され

ており、 right-to-leftという値をフィールドに与えるこ

とで設定できる。 UniversalViewer (後述）などの主要な

ビューワは、 viewingDirectionに対応している。

続いて、資料の構成に関する情報について述べる。

マニフェストにおいて資料の各頁はカンバスという要

素に対応する。各カンバスは、カンバスに描画する

画像・注釈（翻刻・翻訳等）についての情報を含む。マ

ニフェストは、カンバスを順番に並べたシーケンス

を含むことで、資料の頁の順序を表現している。 IIIF

Presentation AP! のデータ表現によって、同頁に属して

いたが散逸してしまった資料を、デジタル空間上で再

統合することが可能である [22)。また、カンバスに画

像を描画しないことにより、欠損した頁を表現するこ

とが可能である。

その他、 IIIFPresentation AP! についての詳細は、記

事 [23,24,25,26]を参照されたい。

ビューワは、マニフェストファイルを読み込むこと

で、資料を表示する。マニフェストファイルを公開す

ることで、あらゆる IIIF対応ビューワで資料を閲覧

することが可能となる。多くの IIIF対応デジタルアー

カイブでは、 IIIFマニフェストアイコン（医4)によっ

て、マニフェストファイルヘのリンクが提供されてい

る。 Mirador(後述）等のビューワでは、このアイコン

をドラッグアンドドロップすることで、資料を読み込

む。

以上は、現行の IIIFPresentation API 2.1.1をもとに

した解説である。以下、最新の動向として、公開予

定である IIIFPresentation AP! 3.0について述べる。 IIIF

Presentation API 3.0については、現在a版が公開され

ている [27)。なお、 IIIFPresentation AP! 3.0にあわせて、

IIIF Image API 3.0も公開される。 IIIFPresentation AP! 
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図4IIIFマニフェストアイコンの表示例（枠内）（天正遣
欧使節肖像画・京都大学所蔵）

3.0は、動画・音声といった時間軸をもつデータの公

開へ対応する。また、 W3CのWebAnnotation Model 

やJSON-LD1.1の公開に応じて、更新がなされてい

る。大きな変更点として、例えばAnnotationPageの導

入が挙げられる。 IIIFPresentation AP! 2.1.1では、カン

バスに画像をアノテーションとして置接貼り付ける

ことで、当該頁に表示する画像データを表現してい

た。対して、 IIIFPresentation AP! 3.0では、カンバス

にAnnotationPageというオブジェクトをアノテーショ

ンとして貼り付け、 AnnotationPageに画像を他の注釈

とともに貼り付けることが必要となる。このような変

更点によって、現行の IIIFPresentation AP! 2.2.1との

互換性が失われる [28]。画像の相互利用のための互換

性が、対応している AP!のバージョンによって失われ

ないように、ビューワ等のソフトウェアは、現行のバー

ジョンと後続のバージョンどちらにも対応する必要が

ある。ソフトウェアの開発状況や、他機関での対応の

状況などを注視し、対応を検討する必要がある。

唸 4.IIIFに関連するソフトウェア

IIIFに関連するソフトウェアとして、画像ビューワ

を中心に述べる。なお、 IIIFに関連するソフトウェア

のリストが、 AwesomeInternational Image Interoperability 

Framework (IIIFl91として提供されている。

II 4.1. 画像ビューワ

IIIFコミュニティにおいて代表的な画像ビューワで

ある、 UniversalViewerとMiradorについて短く紹介す

る。どちらのビューワも右から左へのページめくりに

対応している。さらに、 IIIFの機能を活用した特徴的
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なビューワとして、 IIIFCuration Viewerを取り上げる。

(1) Universal Viewerl301 

Universal Viewerの特長として、 3D画像、音声、動画、

PDFなど、様々なメディアデータの表示に対応して

いる点が挙げられる。また、画像のダウンロード機能

も実装されている。

(2) Miradorl311 

Miradorは、スタンフォード大学、ハーバード大学

を中心に開発が進められている。 UniversalViewerと比

較すると、 Miradorは研究者を対象とした機能が充実

している。代表的な機能として、画像の比較、注釈

の付与が挙げられる。画像の比較方法について述べ

る。 Mirador右上に位置するアイコンを操作すること

で、スクリーンを分割する。分割して生成されたスク

リーンに比較対象の資料の IIIFマニフェストアイコ

ン（前述）をドラッグアンドドロップすることで、そ

の資料が読み込まれ、資料の比較が可能となる。また、

Miradorは注釈機能を提供しており、画像の任意の箇

所に翻刻等の注釈を与えることが可能である。デフォ

ルトの状態では、注釈はブラウザに保存される。ユー

ザが与えた注釈を保存したい場合は、別途アノテー

ションサーバの導入といった作業が必要となる。代表

的なアノテーションサーバとして、 SimpleAnnotation 

Serverl321が挙げられる。

(3) IIIF Cu ration Viewerl33l 

人文学オープンデータ共同利用センター (CODH)

によって提供されている IIIFCuration Viewerは、複数

の資料から任意の頁や領域を抽出して、任意の順序で

閲覧する機能を特徴として有している。 Miradorと同

様に、 IIIFマニフェストアイコンのドラッグアンドド

ロップにも対応している。IIIFCuration Viewerを使用し、

資料のキュレーションを行うことで、資料へ付加価値

が与えられる。

唸 5.おわりに

本稿では、国際的な画像の相互利用促進の枠組みで

ある IIIFについて紹介した。 IIIFは欧米の図書館・美

術館・ 博物館を中心とした世界中の機関で採用が広

まっている。 IIIFが定める規格として、 IIIFImage AP! 

とIIIFPresentation AP! を中心に述べた。これらの AP!

が多くの機関で受け入れられている理由として、 IIIF

が、 W3Cが定める WebAnnotation等の標準に沿って



発展していることが挙げられる。しかし、IIIFのコミュ

ニティは、欧米の機関が中心であり、欧米以外の機関

の関与は少ない。文化的多様性を考慮した IIIFの今

後の発展のためにも、国内機関からの積極的な関与が

期待される。
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